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令和 3年度福岡市博物館協議会 議事録 
 

日 時 令和 4 年 3月 25 日（金）１0時００分から１2時００分まで 

場 所 福岡市博物館 講座室１ 

出席者 
福岡市博物館協議会委員 １０名 
福岡市博物館  １０名 

議 題 

（１）会長・副会長の選任について 
（２）福岡市博物館の事業について 
  ①令和 3年度事業報告 
  ②令和 4年度事業計画 
  ③博物館リニューアル推進事業 

 
 

１ 開会 
事務局  委員の過半数以上出席であり、本協議会は成立している旨を宣言。 

  館 長  開会あいさつ 
 
 
２ 議題 
  （１）会長・副会長を選任 
  （２）令和 3年度の事業報告 
     令和 4年度の事業計画を説明 
     博物館リニューアル推進事業を説明 
 
 
３ 質疑応答   
  以下のとおり 
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◎事業報告・計画に関する質疑応答 
委 員      柳川市ではふるさと納税の返礼品に柳川市史の通史編を送っており、人

気があるが、福岡市史でもブックレットなどを返礼品にする考えはあるか。 
協議会のような場では、博物館の所蔵資料に、国指定や県指定などの資

料がいくつあるのかを報告してほしい。 
教育普及について、学校教育と社会教育があり、どちらも体験学習を行

っているが、単純に学校に対するものが学校教育、公民館に対するものが
社会教育のカテゴリーに分けられるのではないと思う。特に社会教育の部
分では、その場所で完結してしまっている危惧があるので、例えば公民館
で市史のブックレットを熟読する会を行うなど、博物館への導線を確保す
るようなアプローチがもっと必要なのではないか？ 

事務局      ブックレットを返礼品にするご意見について、現在の制度では、財政局
の方で返礼品を一括して管理しているようなので、すぐには難しいかもし
れないが、非常に有益なご提案だと思うので、少し研究しようと思う。 

事務局      福岡市博物館の所蔵品では、国宝 3件、重要文化財 4件、県指定文化財
3 件、市指定文化財 8件の全体で 18 件になる。ただし、それ以外にも寄託
や、国が持っているものをうちで保管しているもの、或いは展示用に借用
しているもの等合わせると、総数で 46件の指定文化財が館内にある。国宝
については、金印、それから刀剣二振が、非常によく知られているが、そ
れ以外の重要文化財・市指定文化財はなかなか浸透していないので、紹介
を進めていくよう考えている。 

事務局      教育普及に関して、便宜上、会場となる施設の違いで学校教育・社会教
育に分けて説明した。もともとは学校を対象とした事業が先行していた。
開館以来、「来てもらう」ことに熱心に取り組み、平成 17～18年ごろまで
は、中学 2 年生を対象に一日ないしは半日、博物館施設や展示に親しんで
もらうことを学校行事に入れてもらっていた。それが今、バス代の関係で、
開催件数が非常に減っている。そういう事情を踏まえながら、平成 10 年代
に、今度は小学校を対象として出かけていくことを始めた。それがプログ
ラムとしてまとまった形となり、実施件数が増えている。そのあと、公民
館でもこのプログラムをやってもらえないかとのニーズが発生して、今、
実施できる体制になっている。一方、公民館やグループが抱える多様な要
望に対しては、市史編さん室を中心にワークショップを企画するなどの対
応をしているが、組織的・定例的にはしていない。今、リニューアルや市
史編さん事業を通して、地域の歴史文化に関する情報の体系化が図られて
いるので、今後は地域の人達と地域の歴史を深く掘り下げていく事業に取
り組みたい、取り組むべきと考えている。また、体制的に関しては、博物
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館だけでなく、文化財保護行政との連携も必要だと考えている。 
委 員      以前、出前授業の形で子ども達に体験学習をしていただいたが、子ども

達にとってはとてもうれしい活動の場であり、体験自体も良かった。しか
し、今考えると歴史に対する夢やロマンを子ども達に伝えてもらったかと
いうことに関しては疑問に思う。勾玉をつくることが目的になってはいけ
ないので、その部分を大切にしてほしい。 
また、コロナの状況もあって、博物館が持つ学術的な価値に触れる機会

がなかなかないために、中身の質の向上や来館者の満足度向上、オンライ
ンコンテンツの拡充が大切ということも分かるが、そこに持っていくため
の方法が不十分な時がある。公民館への告知も公民館支援課経由で流して
も効果はあまり期待できないので、職員が現場に足を運ばないといけない
と思う。博物館の中にいて人を呼ぶのではなく、博物館の外に出て声をか
けることを大事にしないと、人は増えないし、広がらないのではないか。 
また、オンラインコンテンツの拡充もするのはいいが、それに頼るとい

けないと思う。これは学校でもやっていることだし、公民館も待っている
ことである。 

事務局       なかなか今の体制だと、地域の方と顔が分かる関係になることは難しい。 
ただ、今後のリニューアルを考えると、区役所の地域担当者の力を借り、 
地域と博物館をつなぐという市役所の仕組みを上手く使うことは、手始め 
にできることではないかと考えている。 

委  員       社会教育とか教育普及とかの話題が挙がっているが、これはまさに説明
で出された課題の「求められる人材」という部分にある「共創」の話だと
思う。この人材がそもそも博物館の中にいない、もしくは育てられる仕組
みがないと思う。福岡市内ないし周辺にある都市圏の大学では、地域の歴
史とか郷土のことを学ぶ項目が少なく、それに対するニーズが高まってい
るので、そこに対するアプロ―チと繋がっていくことで、出て行く機会は
確実にあると考える。 

委 員      博物館が、特に 20 代の方々をターゲットにどのようなアピールをする
かということがすごく大切で、それはスタートアップのような福岡市の施
策にも関わってきていることである。外から入ってきて、福岡市で子育て
をする 20 代前半が多いので、その方々にちゃんと届くような広報をしな
くてはいけないと思う。SNSや Instagramで頑張っているようだが、別の
自治体で 20 代の座談会をしたときに、Facebook などは見ないので、
Instagram のハッシュタグで情報発信をしなければならないことが分かっ
た。市では LINE を使っているが、博物館では活用していないと思われる
ので、そこを改善して、これからの SDGｓの担い手であり、福岡市の将来
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をつくっていくような 20 代の方々に、福岡市がどのような歴史や文化を
持っているかを伝えることがすごく大切だと思う。 
広報戦略については、大学生のインターンシップを入れてどんどん発信

させるということも可能だと思うので、ぜひ検討してほしい。 
委 員      文化的なことに予算をきちんと確保することは大切であり、国際的な子

どもを育てることは地元を誇れる子どもを育てることでもあるため、予算
をきちんと確保していく努力は引き続き頑張っていただきたい。 

委 員      協議会の資料に関して、もう少し一つ一つの事業を明確に、事業単位で
比較できるような作り方にしてほしい。例えば、広報メディアに露出があ
ったと書いてあっても、メディア会社の後援がついていれば、何らかの露
出はあるはずだが、それが実際に集客に結び付いたのかが、本当の課題と
なるので、もう少し分かりやすく整理してほしい。また、肝心の課題やこ
の場で共有して議論したいことが資料に入っていないのも非常に残念なの
で、検討してほしい。 

 
◎リニューアルに関する質疑応答 
委 員      リニューアルコンセプト素案については、ハードではなくソフトに関わ

ってくる話だと思う。今後目指すのは、コーディネートやファシリテート
が必要になってくるため、職員の働き方や考え方を変えないと対応できな
いと思う。その意味で、今後確実に人材育成ないし人材確保が必要になっ
てくると思う。提案として、福岡市の中で今後、博物館が文化観光拠点施
設となっていくために経済的なところも含めて大きな目線で話ができる方、
調整やコーディネートができる方が必要になってくるので、今後検討して
ほしい。 

委 員       スライドの中に、資料と利用者という表記があったが、利用者の部分に 
はもう少し時間軸を取り入れて、博物館に来た人が過去に関する展示を見 
て、何らかの刺激を受けて、そこから新しいことやライフスタイルを始め 
たり、行動や意識づけにつながったりできるような、人を中心とした博物 
館の在り方も検討して良いのではないかと思う。福岡の施策では MICE や 
スタートアップに力を入れているが、福岡市は歴史的に見ても新しいビジ 
ネスを育てて日本人に広げていった、またはアジアとの交流の中で広げて 
いった街であり、その DNA が今の MICE やスタートアップに引き継がれ 
ているので、そこをしっかり伝える展示やメッセージをつくり、10代・20 
代の方々に「いい街だな」、「こういう過去があったのか」というところか 
ら、「こういう DNA があるのだったら自分も何かやってみよう」、「持続可 
能な形で実現していこう」と思わせられる、時間が未来に開かれたような 
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新しい形の考え方を入れていくとよいのではないか。 
事務局      委員がおっしゃっているようなイメージこそ、多くの方が博物館に求め 

られている機能でもあると思う。 
委 員      1 つは収蔵庫の問題がすごく大事な話だと思う。先日高知県で見た博物 

館は、伝統的な収蔵庫とは異なり、二階にあることが売りで想定外の津波 
等が来た時にも対応できるといっていた。福岡市博物館も海辺に立地して 
いるということもあるし、折角のリニューアルの機会なのだから、科学的 
なエビデンスに基づいて、そちらの方向に舵を切ることも検討してはどう 
かと考える。 
もう 1 つは、大学の教員と学生を含めた学知を取り込まないと立ち行か 
ないと思う。博物館と大学は相性がよくなくて、これまであまり円熟した 
関係をどこも築けていないと思う。それには、博物館の多くが公立である 
ことで、地方行政との絡みが生じ、大学が馴染めなかったことや、学芸員 
の母体が文学部になっていることで抽象概念を扱うために具体の世界に 
ある博物館と相性が悪かったことがあると思う。ただ、デジタルコンテン 
ツの普及で抽象概念の発信ができるようになってきたり、大学側も研究 
発表する場がなくて困っていたりするので、博物館からそういう場を貸 
してもらったりすると、大学にとっても博物館にとっても良いのではな 
いかと思う。そういう大学の学知との有機的な連携を福岡市がモデルパ 
ターンとしてつくり、全国的に発信していくような腹づもりでやると、本 
当のリニューアルになってくると思う。 
それから、学芸員志望の学生はかなりいるが、採用の基準が論文の数か 

ら実務経験やスキルに変わってきたので、大学院生をインターンシップ 
みたいな形で雇っていくことで、学生側にとっては履歴書に記載するこ 
とができ、博物館にとっては斬新な発想が生まれたりといったメリット 
が出てくると思う。市内にはいい大学がたくさんあるので、そこと、がっ 
つり組んでいくような感じでやると少し具体的に見えてくると思う。 

委 員       市民として、やはり訪れたくなる展示をして欲しい。ゴッホ展に行って 
来たが、たいへんな人の入りだった。足を運ぶ人たちの目的としては、展 
示以外にもお茶や軽食をいただくこともあると思う。今日の資料ではレ 
ストランがないのは、リニューアルのためかとは思うが、ぜひリニューア 
ルする時には、学術的な専門家でなくても行きたくなるような展示と、プ 
ラスちょっと付近で楽しめるようなものがあるといいと思う。 

委 員       リニューアルのなかで、これまでなかった意見や希望などが集めやす 
いタイミングが来ると思う。なので、ぜひ、このリニューアル期間は、注 
目や意見を集めたり、関わってくれる人を増やすタイミングをとらえて 
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上手に計画的に発信することを勧めたい。 
委 員       歴史文化のストーリーの問題が出てきたが、福岡市の歴史は海との関 

りで築いてきたところがあるので、そういうストーリーを盛り込んでほ 
しい。 

委 員       資料の「未来を見据えた展望」について、目的や、誰と誰の関係の話な 
のか、よく理解できない。図についても、博物館資料の話なのかが何とな 
くすっきり落ちない。今までの議論で、博物館の職員がいろんなことに努 
力していることは分かったが、個人的に、博物館の最終目標は市民が博物 
館の価値を理解している状況にすることだと思う。一生懸命取り組んで 
いることは分かるが、最終的に市民の皆さんの博物館に対する認識まで 
を押さえてやっていくといいのでないかと思う。 

事務局       委員が言われたように、楽しい場であることは大切だと思う。他館だと 
来場者が多かった展覧会で、当博物館にはそれほど多くないということ 
がある。それは周辺にお茶が飲めてショッピングができるような、立ち寄 
りたいスポットがないことも影響していると思う。もちろん、博物館だけ 
で解決できることではないが、一方で、これだけ大きい敷地や公共空間を 
有しているので博物館を立ち寄りたい場所にしていくことは、リニュー 
アルを契機に考えていかないといけないと思う。福岡市博物館は行った 
ら楽しいことやおいしいものに巡り合えると思ってもらえるような拠点 
に整備していく方向は重要だという認識はある。 


